東病棟カンファレンス記録

	院　長
	課　長
	主　任

	
	
	


平成　１７年　３月　３日（木）　　　　　　　　司会　佐々木　健之　　記録　小松　美智子

	東
	佐々木
	市　島
	月　舘
	土　岐
	小　林
	沢　田
	阿　部
	島　守
	工　藤

	休
	○
	休み
	休
	○
	○
	休
	深
	準
	　

	高　橋
	橘
	岩　藤
	小笠原
	
	古　里
	田　口
	千　田
	加　藤
	木　村

	○
	休
	準
	育休
	
	　休
	○
	○
	休
	準

	沼　端
	小　松
	杉　本
	田　中
	松　山
	村　田
	松　川
	小　杉
	米　田
	中　机

	休
	○
	○
	○
	○
	休
	学校
	学校
	休
	休

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	河　村
	佐々木
	中野渡
	
	
	
	
	
	
	

	深
	休
	○
	
	
	
	
	
	
	

	
	


出席者は、記録者が○を付ける。出席出来なかったスタッフは、記録を読んでから欄に捺印する

事。

＜連絡事項＞

・佐々木　圭子様～本日退院となります。

・３/５，６日バルサン実施します。

＜ＯＴより１週間の報告・検討＞

・榊　由蔵様～本日より作業導入となっています。

・東海林　康之様～本日より復帰となっています。作業では、小グループで行なっています。落ち着いて参加されていますが、表情に活気のなさみられています。一日でも多く参加出来るように対応していきたいと思います。

・砂葉　良子様～作業復帰になってから１週間たちます。落ち着いて作業に取り組めています。本人希望にて色塗りをしています。前は1日に一枚終わらなかったりしていたので、今後は、目標を決めて行っていきたいと思います。又、本人ふらつきも見られるため誘導時はきちんとスタッフ付き添うようにしていきましょう。

・坂　貢様～身体不調の訴え多く、病棟に戻ろうとされる。理由を聞くと怒り口調になり、「頭が痛い。歯が痛い。」と話され戻るが、すぐに作業に戻ったり、特定の患者様への話し掛け多く集中出来ずにいる。本人、「スタッフが隣にいれば出来る」と言われるのでなるべくスタッフが付き添い、目標を決め集中して行って頂けるようにしていきましょう。

＜新入院患者様について＞

黒澤　重子様→年齢　87歳　医療保護入院

昭和50年頃に風邪を引いて薬を飲んでから３日間一睡もできず、以後、不眠症になり眠剤を飲まないと寝れなくなっていた。最近は、自分で調節して飲んでいたと家族より情報ある。「家の周りを懐中電灯を持った人が歩いてる」といい警察に電話したり、労災病院に入院中に「夜、ベッドが勝手に動いて眠れない」といい床に寝たりと妄想的発言聞かれていた。食事、入浴、排泄等は自立している。介護保険２級。本人、生年月日などきちんと話す事できている。

　　　　　　　今後、夜間の睡眠、対人関係について観察していきましょう。

＜退院療養計画・検討会＞

佐々木　圭子様～　　　病名　統合失調症　　　　Ｄｒ　安ヶ平　　　　ＳＷ　高田

　　　　　　　　退院後は、コスモス園に通う予定です。病院についても「日赤に行く」と話されており、今後は、家族へのアドバイスなどが出来ればと思います。

本人の問題点→・言動にまとまりがなく整理できない

　　　　　　　　　　　　　　↓

　　　　対応…　一つずつ確認し、よく話を聞く。

　　　　　　　・本人、家族病識がない。

＜Ｄｒ三上勉強会＞

妊婦時代謝異常は、大きく分けて、

　①妊婦前から糖尿病と診断されている女性が妊娠した場合

　②妊娠糖尿病

との２つに分けられ、このような妊婦では、表に示すような種々の合併症の頻度が上昇する事が
知られており、たとえ頻度の耐糖能低下であっても非妊娠時より厳格な管理が必要です。

＜糖代謝異常妊娠の母児合併症＞

1、 体合併症→①糖尿病合併症、②産科合併症の二つがある。

2、 合併症→①周産期合併症、②成長期合併症の二つがある。

妊娠糖尿病の定義としては、日本糖尿病学会は1999年に「妊娠中に発症もしくは、はじめて発見された耐糖能低下」と定義し、これは日本産科婦人科学会の定義とほぼ同様で、最近の国際的な動向に準拠したものです。

糖尿病妊婦では血糖の正常化を目指し、血糖が正常に保たれていれば胎児への糖代謝異常の影響はないと言われております。正常化とは、食前血糖７０～１００ｍｇ/ｄｌ、食後血糖も２時間値１２０ｍｇ/ｄｌ以下であること、ＨｂＡは全国平均の正常値４，３～５、８％の範囲にあることとされています。







